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YCU 長期留学プログラム 派遣学生報告書 

氏 名 R.H. 学部・学科 国際商学部 

学 年 2 派遣国 台湾 

派遣大学 東海大学 

期 間 2023 年 9 月 1 日～ 2024 年 1 月 31 日 

 

【生活編】 

１．滞在先 

滞在形態 学内の学生寮 ／ 学外の学生寮 ／ アパート ／ その他（         ） 

部屋 個室 ／ 2 人部屋 ／ ３人部屋 ／ その他（    4 人部屋    ） 

設備 

*共同＝◎ 部屋にあるもの＝○ 

トイレ ◎ シャワー ◎ 洗面所 ◎ 

キッチン ◎ 冷暖房 ○ 冷蔵庫 △ 

滞在費 約（    10000     ）円  *1 ヶ月あたりの寮費や家賃 

移動 （    自転車    ）で、約（ 5 ）分  *大学までの所要時間と移動方法 

転居した場合は、上記表をコピーして滞在先２の内容を追加してください。 

２．日常生活 

（１）1 ヶ月の生活費 

項 目 金 額 内 訳 

食費 50000 円 基本一日 1500 円未満 

学用品購入費 500 円 教科書代 

交通費 3000 円 バス無料・長距離バスと新幹線代 

交際費 500 円 商業施設 

その他 16000 円 
寮費・寝具代・通信費・空調代・洗濯代・日

用品・衣服 

合計 80000 円  *概算で記録してください。 

（２）治安状況・危険地域など 
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治安は本当に良い。 

危険地域は行く必要もなく、人に尋ねることもなかったので分からない。 

３．海外旅行損害保険について 

 

保険の名称 学研災付帯海学 ／ その他（             ） 

加入期間 （ 4 ）ヶ月間 保険料 （    約 50000    ）円 

現地の国／大学指定の保険に加入した場合は、下記も記入してください。 

保険の名称  

加入期間 （   ）ヶ月間 保険料 （         ）円 

 

４．滞在都市についての情報  

滞在都市／町（    台中市     ） 

台湾で２番目か３番目の都市。 

観光地は自然豊かな場所も人工的な施設もあり、多様である。 

バスがたくさんあり、基本的に市内の観光地にバス一本で行くことができる。新幹線もあ

り、他の都市に移動もしやすい。 

台北市と比べて晴れの日が多く、気温も高い。台風の被害を受けにくい。 
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【学業編】 

１．大学情報 

大学 東海大学 所在地 台中市 

最寄空港 台中国際空港 空港からの距離 約 10 キロメートル 

空港⇔大学 
（羽田空港⇨台北松山空港⇨バス⇨台北桃園空港⇨大学のシャトルバス） *移動

手段 

学生数 約 16000 人 留学生数 約 1000 人 

学部 

理学部 

工学部 

管理学部 

社会科学部 

農業健康学部 

創意デザイン及び芸術学部 

法学部 

国際学部 

文学部 

 

 

 

 

*留学先大学の保有する学部をすべて記載してください。 

学部/専攻 
なし。 

*留学中に所属した学部/専攻を記載してください。 
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２．週間スケジュール 

① (     9    )月～(    1     )月 

 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 

午前 

  Investment 

Literacy 

 Global 

leadership & 

Global 

Citizens 

午後 

中国語 中国語 Entrepreneurship Supply chain 

management 
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３．履修内容 

科目 中国語 

履修期間 2023/9/19~2024/01/02 単位数 6 

授業内容／形態 

中国語を英語で学ぶ授業。少人数で対面クラス。テストはない。 

中国語の初歩を学ぶクラス。 

成績  

YCU 振替予定 

科目 自由科目 

単位数  

担当教員  

 

科目 Investment Literacy 

履修期間 2023/9/12~2024/01/14 単位数 3 

授業内容／形態 

投資を初めて学ぶ人に向けた授業。対面授業。中間や期末で自分の投資

に関するレポートとプレゼンテーションをする。 

成績  

YCU 振替予定 

科目 特講（国際商学部留学科目 A） 

単位数 2 

担当教員  

 

科目 Entrepreneurship 

履修期間 2023/9/12~2024/01/14 単位数 3 

授業内容／形態 

 起業家について学ぶ授業。対面授業。アントレプレナーシップについて

学ぶ。中間と期末に架空の企業を考えるグループプレゼンテーションを

する。 

成績  

YCU 振替予定 

科目 特講（国際商学部留学科目 B） 

単位数 2 

担当教員  
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科目 Supply Chain Management 

履修期間 2023/9/12~2024/01/14 単位数 3 

授業内容／形態 

 サプライチェーンについて学ぶ授業。対面授業。ハーバード大学運営の

サイトを使ってのサプライチェーンに関するシミュレーションを行う。

グループで好きな企業のサプライチェーンについて１度プレゼンテーシ

ョンをする。 

成績  

YCU 振替予定 

科目 特講（国際商学部留学科目 C） 

単位数 2 

担当教員  

 

科目 Global leadership & Global Citizens for the 21st Century 

履修期間 2023/9/12~2024/01/14 単位数 3 

授業内容／形態 

毎週異なるゲストスピーカーのお話を聞く授業。毎週の課題はお話の

要約と感想を数百語の英語でまとめる小レポート。ゲストスピーカーの

来歴と企業について１度グループプレゼンテーションをする。期末レポ

ートでリーダーシップに関する意見をまとめるレポートを提出する。 

成績  

YCU 振替予定 

科目 特講（国際商学部留学科目 D） 

単位数 2 

担当教員  
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＜総括＞ 

（１）全体的な感想     *留学生活全体を通しての気づきや学びをまとめてください。（800 字以上） 

中国語の授業 

 留学生は週 6 時間または週 15 時間のうちから選ぶことができ、私は週６時間を選択し

た。参加したクラスはヨーロッパ人が多く、少人数で授業が行われた。授業の中で漢字文化

圏のアドバンテージを実感した。その理由は漢字の部首から推測ができたり、似たような意

味を持つ漢字を使っていたりしているからである。 

 授業の数はあまり多くなく、教科書で学んだ内容も少しであったが、これまで習ったこと

がなかった中国語の初歩を学ぶきっかけとなった。また、中国語への関心が高まった。 

 

英語の専門授業 

全体として、英語で行われる専門科目の内容自体は日本と似ていた。そのため、学ぶ場所

に関係なく同じ授業内容をどのように学ぶかが大事であると分かった。 

 東海大學の授業は日本での授業と比べてグループワークが多かった。自分の考えを英語

で相手に伝えるのは難しく、自分から積極的に意見を述べることはあまりできなかったが、

先生から話しかけられた際には間違いを恐れずに一生懸命に英語を話した。 

 

課外活動等 

 フィールドトリップに参加して現地の高校生と交流した。欧米人と日本人の留学生が参

加していて、主に英語で会話しながら遊んだり、料理をしたりした。 

また、日本語を学ぶ台湾人との交流会に数回参加した。グループとなり、日本と台湾の文化

を教えあった。そこでは台湾人の友人を作ることもできた。 

 

生活面 

自分が想像していたよりも留学先の環境自体に対する抵抗は少なかったが、自分の文化

と大きく異なっている生活文化の違いを受け入れることが想定していたよりも難しかっ

た。食事のマナーや、喫煙のルールなど、様々な面で台湾及び他の国の文化に触れた。時に

は不快な気分になることもあり、多文化を受け入れるということの難しさを実感した。 

留学生の中には授業を自分の都合で休んでいる人がいて、留学においても自分次第であ

るということを学んだ。私は本来の目的であった英語の能力を向上させることに重きを置

いた。 

また、病気になった際に、保険の重要さを再認識した。 
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（２）今後の展望  *この経験を今後どのように活かしていきたいかをまとめてください。（400 字以上） 

 留学以前から英語を使う職業に就職したいと思っていたが、留学を体験してその気持ち

がより強くなった。海外に行ったことで英語の重要性を再認識し、これからさらに勉強をし

ていきたいと思う。 

 外国出身者と関わることについて慣れてきたので、これから外国人に対して必要以上に

警戒せずコミュニケーションを取ろうと思う。 

また、他の３人のルームメイトのうち２人が大学院で MBA 取得を目指していて、授業で

MBA 取得者からの話を聞くことがあり、MBA 取得に興味が出てきた。 

留学で学んだもっとも大事なことは、たくさんの選択肢があるということであると考え

る。時間がある場合は大きな範囲から決めていくことが大事であると考えた。これからは選

択肢を多く探し出すこととより柔軟な思考を続けることを心掛けるつもりである。 

来年度から３年生となり、ゼミに参加する。私は、１学期間ゼミに参加することができて

いないので、特に真剣に取り組んでその遅れを取り戻すつもりだ。 

 

（３）後輩へのアドバイス *留学を希望する学生にむけてのアドバイスをお願いします。（400 字以上） 

まず、留学先の選択は慎重に行うべきです。どの国や都市が自分に合っているか、またど

のプログラムが自分にとって有効かを検討しましょう。また、留学先での生活費や学費を確

認して、自分の予算に合った計画をたてることも重要です。治安なども確認するといいと思

います。 

また、留学前に文化や社会の違いについての理解を深めることも大切です。簡単に留学先

の国の歴史や習慣、人々の価値観などを調べ、異文化理解を高めましょう。現地での適応力

を向上させ、円滑な留学生活になると考えます。私は得意だった世界史の知識が有効でし

た。 

最後に、留学全体を通して失敗や課題に対して柔軟かつ前向きな態度を持つことが重要

です。留学で予期せぬ困難が生じることもありますが、そうした状況を克服することで成長

することができます。ポジティブに考え、新たな挑戦を楽しむ心構えを持ちましょう。 

留学は様々な価値観やスキルを得るチャンスです。計画的に行動し、柔軟な姿勢を持って

臨むことで、より充実した留学生活を送ることができると考えます。 

 

 


